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CONTENTSCONTENTS ～今月の内容～～今月の内容～

表紙表紙「坂下中学校開校」「坂下中学校開校」
２２ 今年はやります！チャレンジデー今年はやります！チャレンジデー
４４ 平成24年度 町に対する要望事項平成24年度 町に対する要望事項
８８ 私たちの学校「坂下中学校開校」私たちの学校「坂下中学校開校」
99 町史編さんだより町史編さんだより
1010 食育だより食育だより
1111 図書室だより図書室だより
1212 まちの話題まちの話題
1414 お知らせ版インフォメーションお知らせ版インフォメーション
1818 健康づくり・すこやか健康づくり・すこやか
1919 ５月の保健ガイド・戸籍の窓口　外５月の保健ガイド・戸籍の窓口　外
2020 第4回「畑は自然の美術館」フォトコンテスト第4回「畑は自然の美術館」フォトコンテスト



５月３０日（水）　午前０時～午後９時 開催！
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チャレンジデー２０１２チャレンジデー２０１２

　チャレンジデーは毎年 5月の最終水曜日に全国で一斉に開
催される住民総参加型のスポーツイベントです。人口規模が
ほぼ同じ自治体・地域同士が午前 0時から午後 9時までの間
に15分間以上継続して、何らかの運動・スポーツを行った住
民の参加率（％）を競います。対戦に敗れた場合は対戦相手
の旗を庁舎のメインポールに 1週間掲揚するというユニーク
なルールで行われています。

健康づくりは、スポーツから。健康づくりは、スポーツから。
まずはチャレンジデーからスタート！まずはチャレンジデーからスタート！
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FAX FAX 

勝敗のカギを握るのは、
あなたの参加と報告です‼

15分間運動したら、必ず報告してください！

運動の内容は普段行っているスポーツでもＯＫ
掃除・買物・犬の散歩でも、運動を意識して行えばＯＫ

運動をして、体を動かすことの爽快さを感じましょう。

チャレンジデーオリジナルＴシャツ発売中 チャレンジデー速報配信します

今年もオリジナルＴシャツを販売します。ご希
望の方は、サイズ・代金（１枚800円）を添え
て事務局（℡83-2301）まで申し込みくださ
い。数に限りがあります。お早めに!!

当日、１時間ごとの参加率の状況をメールで配
信します。希望される方は「スポーツ情報希望」
と入力し、下記までメールを送信してください。
cyuou@town.aizubange.fukushima.jp

▼チャレンジデーに関する問い合わせ先
チャレンジデー実行委員会 （町民体育館内スポーツクラブバンビィ）　TEL 83-2301

チャレンジデーの詳しい内容は、
5月10日配付のチャレンジデーニュースをご覧下さい!

報告はＦＡＸ・電話・メール・直接集計ＢＯＸへ

（チャレンジデー専用回線） 
又は、８３－４４９８ ・ ８３－２３０１

集計ＢＯＸはメイン会場・集計本部（中央公民館）・役場・地区公民館等にあります。



　
　
　
　
　
　
　
　
　

丈
助
橋
は
、
幅
が
狭
く
乗
用
車
ど
う

し
で
も
交
互
通
行
し
て
い
る
。
県
道
昇

格
な
ど
整
備
方
法
を
検
討
し
、
一
日
も

早
い
幅
員
拡
張
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

　

架
け
替
え
計
画
の
検
討
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
本
道
路
の
機
能
は
近
隣
市
町

村
へ
の
広
域
的
な
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
、
県
道
に
匹
敵
す
る
基
幹
道
路
な
の

で
、
県
道
へ
昇
格
し
て
い
た
だ
き
県
道

の
整
備
事
業
で
対
応
し
て
頂
く
よ
う
、

町
の
最
重
点
要
望
地
区
と
し
て
県
に
要

望
し
て
参
り
ま
す
。

道
路
拡
幅
等
の
整
備
に
伴
い
、
車
両

の
大
型
化
や
交
通
量
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
一
般
の
人
々
並
び
に
児
童
・
生
徒

の
通
行
が
危
険
な
状
況
に
あ
る
。
今
年

度
も
地
域
の
健
全
な
発
展
上
、
重
要
課

題
と
し
て
要
望
す
る
。

中
村
街
道
・
沖
・
金
沢
踏
切

【
建
設
部
】

　

中
村
街
道
、
沖
、
金
沢
踏
切
に
つ
き

ま
し
て
は
、
幅
員
が
狭
く
大
型
車
両
の

通
行
も
あ
り
、
車
両
の
安
全
及
び
歩
行

者
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

踏
切
の
拡
幅
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
町
の
道
路
整
備
計

画
に
あ
わ
せ
て
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
の
整
備
に
つ
い
て
、

坂
下
中
央
処
理
区
終
末
処
理
場
の
工
事

が
着
工
さ
れ
、
年
次
計
画
で
進
め
て
お

ら
れ
、
25
年
に
は
供
用
開
始
の
予
定
だ

が
工
期
の
遅
れ
等
が
な
い
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

ま
た
、
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
に

つ
い
て
も
人
員
の
配
置
は
も
と
よ
り
、

汚
泥
除
去
等
に
つ
い
て
も
継
続
的
に
実

施
す
る
よ
う
重
ね
て
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

市
街
地
の
通
年
通
水
に
つ
い
て
は
、

栗
村
堰
の
灌
漑
期
及
び
非
灌
漑
期
の
水

量
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、
今
年
も
市

街
地
用
排
水
路
管
理
員
を
配
置
し
、
流

入
水
の
確
保
及
び
水
路
等
の
適
正
管
理

を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
既
設
水
路
の
改
修
及
び
排
水

路
の
汚
泥
除
去
に
つ
き
ま
し
て
は
、
要

望
箇
所
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行
い
、

土
地
改
良
区
等
関
係
機
関
と
連
携
し
て

整
備
を
進
め
、
計
画
的
な
汚
泥
除
去
作

業
を
継
続
し
て
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

次
に
、
坂
下
中
央
処
理
区
の
終
末
処

理
場
建
設
工
事
は
、
順
調
に
工
事
が
進

め
ら
れ
、
平
成
24
年
度
末
に
は
完
成
の

予
定
で
あ
り
、
平
成
25
年
度
よ
り
順
次

供
用
開
始
し
て
参
り
ま
す
。

現
在
、
下
水
道
供
用
区
域
内
の
未
接

続
と
な
っ
て
い
る
住
民
の
方
々
に
は
、

排
水
路
の
悪
臭
防
止
の
た
め
に
も
下
水

道
へ
の
早
急
な
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鉄
砲
町
地
内
の
町
道
に
つ
い
て
、
一

部
区
間
が
未
改
良
で
あ
り
、
年
間
を
通

し
、
対
面
交
通
が
大
変
厳
し
い
の
が
現

状
で
す
。

ま
た
、
町
内
か
ら
坂
下
厚
生
総
合
病

院
へ
行
く
唯
一
の
既
存
道
路
で
す
の
で
、

対
面
交
通
可
能
な
道
路
建
設
の
た
め
、

一
日
も
早
く
事
業
化
出
来
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

　

町
道
勝
大
線
鉄
砲
町
地
内
の
改
良
整

備
に
つ
い
て
は
、
中
心
市
街
地
か
ら
若

宮
地
区
並
び
に
坂
下
厚
生
総
合
病
院
へ

の
重
要
な
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
り
、
狭

隘
区
間
の
解
消
を
図
り
、
大
型
バ
ス
等

の
安
全
走
行
と
歩
行
者
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
早
急
に
整
備

を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
、
要
望
箇
所
に
つ
い
て
、
関
係

機
関
や
沿
線
住
民
の
方
々
の
意
向
も
十

分
に
お
聴
き
し
な
が
ら
、
事
業
化
に
向

け
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

上
金
沢
地
区
西
部
、
会
津
坂
下
・
高

田
線
西
側
の
成
子
地
区
に
つ
い
て
は
土

地
改
良
事
業
の
施
行
後
、
新
鶴
地
区
の

改
良
事
業
に
お
い
て
水
路
計
画
変
更
等

も
あ
り
、
梅
雨
の
時
期
に
な
る
と
増
水

し
、
宅
内
に
入
り
こ
み
水
害
を
繰
り
返

し
て
お
り
ま
す
。
正
常
な
生
活
を
回
復

で
き
る
よ
う
当
該
地
区
の
排
水
路
の
早

急
な
整
備
改
修
を
要
望
す
る
。

　

磐
越
自
動
車
道
南
側
に
県
道
横
断
水

路
を
設
置
し
、
新
鶴
地
内
の
水
を
栗
村

水
路
に
直
接
放
流
す
る
水
路
等
の
成
子

地
内
の
排
水
路
の
新
設
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

成
子
地
内
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

福
島
県
並
び
に
会
津
美
里
町
・
土
地
改

良
区
等
関
係
機
関
と
協
議
を
し
、
平
成

19
年
度
に
県
事
業
と
し
て
県
道
敷
の
土

側
溝
部
分
に
排
水
溝
布
設
整
備
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
今
後
、
解
消
が
図

ら
れ
な
い
原
因
と
水
害
の
状
況
を
調
査

し
、
こ
れ
を
基
に
関
係
機
関
と
水
害
対

策
に
つ
い
て
協
議
し
て
参
り
ま
す
。

矢
ノ
目
集
落
内
の
水
道
管
が
細
い
た

め
、
村
北
で
水
道
使
用
が
多
い
と
水
圧

が
下
が
り
洗
濯
、
ト
イ
レ
、
風
呂
の
水

張
り
に
時
間
が
か
か
る
等
、
私
生
活
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
の
で
、
集
落
内

水
道
管
の
改
修
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

矢
ノ
目
集
落
内
の
当
該
要
望
箇
所
の

水
道
管
に
つ
い
て
は
、
口
径
が
50
㎜
の

水
道
管
が
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
給
水
に

は
十
分
な
口
径
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
要
望
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
支
障
と

な
っ
て
い
る
原
因
等
を
詳
細
に
調
査
し
、

負
担
区
分
も
含
め
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

要
望
実
現

の
た
め
に

平
成
24
年
度　

会
津
坂
下
町

区
長
・
自
治
会
長
会
全
体
会
議

座　　長
飯塚　正治氏（鉄砲町）

全体要望
蓮沼　隆氏（金上）
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全
体
要
望

町
道
宇
内
沼
越
線
の
鶴
沼
川
（
旧

宮
川
）
に
架
か
る
丈
助
橋
の
拡
幅

に
つ
い
て
（
継
続
）

Ｊ
Ｒ
踏
切
の
改
修
に
つ
い
て（
継
続
）

坂
下
地
区
要
望

地
区
全
域
の
通
年
通
水
と
公
共
下

水
道
整
備
促
進
に
つ
い
て（
継
続
）

鉄
砲
町
内
の
町
道
勝
大
線
の
道
路

改
良
つ
い
て
（
継
続
）

若
宮
地
区
要
望

水
害
対
策
（
成
子
地
内
）
に
つ
い

て
（
新
規
）　

集
落
内
水
道
管
の
改
修
に
つ
い
て

（
継
続
）



金上地区要望
谷津　卓氏（細工名）

坂下地区要望
上野　安廣氏（古坂下）

若宮地区要望
薄　茂市氏（金沢）

逆
水
橋
に
つ
い
て
は
幅
員
が
狭
く
交

互
通
行
し
て
い
る
。
生
徒
の
自
転
車
通

学
時
に
は
大
型
車
両
と
の
す
れ
違
い
等

に
お
い
て
大
変
危
険
で
あ
る
。
中
学
校

の
統
合
に
よ
り
生
徒
の
通
行
も
多
く
な

る
の
で
、
安
全
、
安
心
な
通
学
の
た
め

に
も
早
急
な
拡
幅
整
備
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

町
道
勝
大
線
、
栗
村
堰
水
路
に
架
か

る
逆
水
橋
（
1
号
橋
）
は
、
橋
梁
の
幅

員
が
4
．
5
ｍ
と
狭
く
大
型
車
両
の
交

通
量
が
多
い
路
線
で
あ
る
た
め
、
車
両

の
安
全
運
行
と
歩
行
者
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
、
新
規
事
業
化
に
向

け
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

宮
古
橋
か
ら
細
工
名
橋
左
岸
堤
防
及

び
新
開
津
橋
か
ら
中
開
津
橋
右
岸
の
堤

防
の
交
通
量
が
非
常
に
多
く
、加
え
て
、

夏
草
の
繁
茂
に
よ
り
見
通
し
が
阻
害
さ

れ
、
交
通
事
故
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、

適
期
の
草
刈
等
の
実
施
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

宮
古
橋
か
ら
細
工
名
橋
の
左
岸
堤
防

の
除
草
に
つ
い
て
は
、
国
及
び
県
に
適

期
に
実
施
す
る
よ
う
要
望
し
て
参
り
ま

す
。
新
開
津
橋
か
ら
中
開
津
橋
右
岸
の

堤
防
の
除
草
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
県

に
お
い
て
雑
木
の
除
去
を
実
施
し
ま
し

た
の
で
、
今
年
度
は
適
期
の
除
草
実
施

を
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

近
年
、
台
風
や
大
雨
に
よ
り
、
中
開

津
地
区
及
び
細
工
名
地
区
に
お
い
て
洪

水
、
冠
水
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

原
因
の
一
つ
に
新
宮
川
河
川
内
の
中

州
の
肥
大
が
考
え
ら
れ
、
今
年
度
も
新

開
津
橋
上
・
下
流
の
土
砂
撤
去
等
の
工

事
を
継
続
し
て
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

新
宮
川
中
州
の
堆
積
土
砂
除
去
等
に

つ
い
て
は
、
町
の
重
点
箇
所
と
し
て
、

さ
ら
に
、
河
川
流
域
市
町
村
で
構
成
す

る
氷
玉
川
・
宮
川
流
域
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
に
お
い
て
も
、
県
に
要
望
し
て

参
り
ま
す
。

新
宮
川
橋
か
ら
坂
下
方
面
に
向
か
っ

て
の
左
岸
は
勾
配
も
あ
り
、
風
雪
時
に

は
吹
き
溜
ま
り
が
で
き
、
見
通
し
が
悪

い
状
態
な
の
で
、
新
宮
川
橋
（
中
開
津

橋
）
ま
で
の
防
雪
柵
（
水
田
に
設
置
す

る
簡
易
式
）
設
置
延
長
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

当
該
地
区
の
防
雪
柵
設
置
に
つ
い
て
、

昨
年
度
、
地
区
よ
り
要
望
を
受
け
県
に

要
望
し
て
参
り
ま
し
た
。
県
よ
り
、
冬

期
間
の
状
況
を
確
認
し
、
防
雪
柵
の
必

要
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
の
回
答

が
あ
り
、
整
備
実
現
に
向
け
引
き
続
き

要
望
し
て
参
り
ま
す
。

三
谷
地
区
か
ら
立
川
橋
ま
で
の
県
道

会
津
坂
下
・
塩
川
線
は
歩
道
及
び
法
面

が
除
草
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
環
境
を

悪
化
さ
せ
非
常
に
不
衛
生
な
状
況
で
す
。

ま
た
、
側
溝
は
土
砂
に
埋
ま
り
水
が

流
れ
ず
害
虫
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で

す
。
毎
年
何
回
か
の
除
草
及
び
側
溝
の

清
掃
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

県
道
会
津
坂
下
・
塩
川
線
の
三
谷
地

区
か
ら
立
川
橋
ま
で
の
歩
道
及
び
法
面

の
除
草
に
つ
い
て
は
、
歩
行
者
の
安
全

安
心
な
歩
道
空
間
の
確
保
と
併
せ
て
環

境
に
も
配
慮
し
た
県
道
の
適
正
管
理
に

つ
い
て
、
町
の
重
点
要
望
箇
所
と
し
て

県
に
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
側
溝
の
土
砂
撤
去
に
つ
い
て

も
、
環
境
悪
化
防
止
の
た
め
重
点
要
望

箇
所
と
し
て
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

青
津
集
落
の
西
側
に
は
国
史
跡
に
指

定
さ
れ
た
亀
ヶ
森
・
鎮
守
森
古
墳
が
あ

る
が
、
周
囲
に
は
駐
車
場
も
な
く
、
せ

っ
か
く
の
史
跡
な
の
に
見
学
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
状
況
で
す
。

周
囲
の
雑
草
地
を
整
備
す
る
こ
と
か

ら
始
め
、
見
学
者
が
散
策
可
能
な
状
況

を
作
り
将
来
的
に
は
観
光
客
が
集
ま
る

よ
う
な
古
代
の
森
を
作
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

【
教
育
部
】

亀
ヶ
森
・
鎮
守
森
古
墳
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
史
跡
の
買
い
上
げ
、
試
掘
調

査
な
ど
国
県
補
助
事
業
と
し
て
取
り
組

ん
で
参
り
ま
し
た
。
今
後
も
国
県
の
補

助
を
受
け
な
が
ら
整
備
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

要
望
が
あ
り
ま
し
た
周
堀
（
土
地
の

公
有
化
が
な
さ
れ
た
宅
地
・
田
）
及
び

駐
車
場
の
整
備
に
つ
い
て
、
亀
ヶ
森
・

鎮
守
森
古
墳
の
整
備
に
は
古
墳
本
体

（
墳
丘
と
周
堀
）
の
整
備
と
案
内
説
明

板
、
駐
車
場
、
ト
イ
レ
な
ど
の
付
属
施

設
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
古
墳
本
体
の
整
備
に
取

り
組
む
中
で
併
せ
て
付
属
施
設
の
整
備

を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

周
堀
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
郡
山
市

に
あ
り
ま
す
大
安
場
史
跡
公
園
な
ど
も

参
考
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

全
体
を
芝
生
で
覆
う
方
法
や
石
を
敷
き

詰
め
る
方
法
な
ど
の
選
択
肢
が
考
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
28
年
度
ま

で
の
5
カ
年
で
基
本
計
画
及
び
基
本
設

計
を
立
案
し
、
整
備
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

5

逆
水
橋
の
拡
幅
整
備
に
つ
い
て

（
継
続
）金

上
地
区
要
望

新
宮
川
の
夏
草
の
刈
払
い
に
つ
い

て
（
継
続
）

新
開
津
橋
上
・
下
流
の
土
砂
撤
去

等
工
事
に
つ
い
て
（
継
続
）

県
道
会
津
坂
下
・
本
郷
線
の
防
雪

柵
設
置
延
長
に
つ
い
て（
継
続
）

広
瀬
地
区
要
望

県
道
会
津
坂
下
・
塩
川
線
の
除
草

及
び
水
路
の
整
備
に
つ
い
て（
新
規
）

亀
ヶ
森
・
鎮
守
森
古
墳
周
辺
の
整

備
に
つ
い
て
（
新
規
）



八幡地区要望
小野　憲一氏（和泉）

広瀬地区要望
小池　久昭氏（青津）

川西地区要望
青山　春一氏（大上）

県
道
喜
多
方
・
会
津
坂
下
線
の
青
木

集
落
内
は
メ
イ
ン
道
路
に
も
か
か
わ
ら

ず
街
路
灯
が
4
個
つ
い
て
い
る
だ
け
で
、

防
犯
上
・
通
行
上
非
常
に
危
険
な
状
況

で
す
。
街
路
灯
の
設
置
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

県
道
喜
多
方
・
会
津
坂
下
線
は
会
津

地
方
に
お
け
る
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ

り
、
特
に
、
青
木
集
落
内
の
県
道
は
、

夜
間
時
大
型
車
両
の
通
行
が
非
常
に
多

く
、
歩
行
者
の
安
全
安
心
な
歩
行
空
間

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
防
犯
の
上
か

ら
も
歩
道
部
分
に
街
路
灯
が
必
要
で
あ

り
ま
す
の
で
、
県
に
対
し
て
町
の
重
点

要
望
箇
所
と
し
て
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

①
八
日
沢
（
蛙
田
）
以
北
の
道
路
改
良

に
つ
い
て

本
年
に
入
っ
て
カ
ー
ブ
で
車
両
同

士
の
正
面
衝
突
が
発
生
し
て
お
り
、

ま
た
、
大
型
車
両
の
交
通
量
が
か
な

り
多
く
な
り
、
非
常
に
危
険
な
個
所

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
交
通
事
故
を

減
少
さ
せ
る
た
め
に
も
カ
ー
ブ
等
の

改
良
が
必
要
な
の
で
道
路
の
改
良
整

備
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

②
会
津
坂
下
町
津
尻
と
喜
多
方
市
真
木

の
泡
の
巻
橋
（
県
道
61
号
塩
川
・
山

都
線
）
間
の
歩
道
設
置
に
つ
い
て

津
尻
地
区
（
会
津
坂
下
町
）・
真

木
地
区
（
喜
多
方
市
）
と
県
道
61
号

塩
川
・
山
都
線
（
泡
の
巻
橋
）
Ｔ
字

交
差
点
ま
で
の
6
0
0
ｍ
間
に
歩
道

が
未
設
置
に
な
っ
て
い
る
。

前
回
、
Ｈ
23
年
要
望
事
項
の
回
答

は
、
通
学
路
で
な
い
こ
と
か
ら
設
置

困
難
で
あ
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た

が
、
こ
の
区
間
は
、
学
生
（
中
・
高

校
生
）
の
通
学
路
に
な
っ
て
お
り
、

隣
接
し
て
い
る
右
記
二
つ
の
地
区
が

共
同
利
用
し
て
い
る
ラ
イ
フ
部
分
も

あ
り
、
交
流
の
た
め
の
道
路
で
地
区

住
民
も
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

ま
た
特
に
、
大
型
車
両
等
の
交
通

量
が
多
く
な
り
、
歩
行
者
・
自
転
車

利
用
者
が
道
路
の
端
部
分
の
通
行
と

な
っ
て
い
る
現
状
で
す
。
歩
行
者
・

自
転
車
利
用
者
の
通
行
可
能
な
歩
道

の
設
置
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

①
県
道
熱
塩
加
納
・
会
津
坂
下
線
八
日

沢
地
区
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、
町

の
重
点
要
望
箇
所
と
し
て
県
に
要
望

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
県
か
ら
は
、

2
車
線
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
緊
急
性
等
を
考
慮
し
な
が
ら
事

業
化
を
検
討
し
て
参
り
た
い
と
の
回

答
を
得
て
お
り
ま
す
の
で
、今
後
も
、

事
業
化
の
早
期
実
現
に
向
け
て
引
き

続
き
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

②
県
道
熱
塩
加
納
・
会
津
坂
下
線
津
尻

地
区
に
つ
い
て
も
、
昨
年
度
、
町
の

重
点
要
望
箇
所
と
し
て
県
に
要
望
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
、
県
か
ら
は
、

現
在
、
幼
稚
園
・
小
学
校
の
通
学
路

で
な
い
こ
と
か
ら
対
応
は
困
難
で
あ

る
と
の
回
答
を
得
て
お
り
ま
す
。

町
と
し
て
、
引
き
続
き
、
県
に
要

望
活
動
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

町
道
64
号
線
（
袋
原
線
）
か
ら
県
道

61
号
線
（
塩
川
・
山
都
線
）
へ
出
る
と

き
に
、
一
時
停
止
線
か
ら
出
口
ま
で
が

急
傾
斜
に
な
っ
て
い
る
た
め
視
野
が
悪

く
安
全
確
認
に
支
障
が
生
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
冬
期
間
に
安
全
確
認
後
凍
結

に
よ
り
ス
リ
ッ
プ
し
て
県
道
に
出
る
の

に
困
難
な
箇
所
で
、
大
変
危
険
な
箇
所

で
あ
り
ま
す
。

23
年
度
に
は
県
道
交
差
部
の
町
道
側

の
舗
装
修
繕
を
行
い
急
傾
斜
の
緩
和
を

図
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
更
に
、

県
道
交
差
部
の
町
道
側
に
、
車
一
台
が

安
全
・
確
実
に
停
止
の
出
来
る
平
坦
部

分
を
設
置
し
、
容
易
に
県
道
へ
出
ら
れ

る
よ
う
に
改
め
て
改
修
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

町
道
袋
原
線
と
県
道
塩
川
・
山
都
線

の
交
差
点
に
つ
い
て
、
平
成
23
年
度
要

望
に
基
づ
き
舗
装
路
面
急
傾
斜
部
の
緩

和
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
今
年
度

の
更
な
る
改
善
要
望
に
つ
い
て
は
、
更

に
現
地
調
査
を
実
施
し
交
通
車
両
の
安

全
な
走
行
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
、

必
要
な
措
置
を
講
じ
て
参
り
ま
す
。

こ
の
県
道
は
、
町
及
び
地
域
の
活
性

化
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
の
で
、
継
続

的
に
早
期
の
全
線
開
通
を
県
に
対
し
強

く
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

県
道
赤
留
塔
寺
線
の
整
備
促
進
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
も
引
き
続
き
早
期
開

通
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
町
並
び
に
赤
留

塔
寺
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
共
々
、

最
重
点
要
望
事
項
と
し
て
県
に
要
望
し

て
お
り
、
県
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
立
体
交
差
部

の
本
体
工
事
を
進
め
、
早
期
完
成
に
向

け
て
い
く
旨
の
回
答
を
得
て
お
り
ま
す
。

大
沢
・
和
泉
線
は
冬
期
間
猛
吹
雪
の

た
め
吹
溜
り
が
で
き
、
一
時
的
に
通
行

困
難
に
な
る
の
で
、
交
通
の
安
全
確
保

を
考
慮
し
防
雪
柵
の
設
置
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

当
面
は
積
雪
状
況
を
考
慮
し
て
、
機

械
除
雪
に
よ
る
除
雪
サ
イ
ク
ル
を
増
や

し
、
安
全
な
冬
期
間
の
交
通
確
保
に
対

応
し
て
参
り
ま
す
。

八
幡
地
区
は
、
生
活
排
水
の
処
理
施

設
が
な
く
、
水
の
汚
れ
な
ど
で
魚
も
住

め
な
く
な
り
、
当
然
人
も
集
ま
ら
な
く

6

青
木
区
街
路
灯
設
置
に
つ
い
て

（
新
規
）川

西
地
区
要
望

県
道
3
3
6
号
熱
塩
加
納
・
会
津

坂
下
線
の
道
路
改
良
整
備
に
つ
い

て （
継
続
）

県
道
61
号
線
袋
原
入
口
の
町
道
64

号
線
（
袋
原
線
）
道
路
傾
斜
改
良

整
備
に
つ
い
て
（
継
続
）

八
幡
地
区
要
望

県
道
赤
留
塔
寺
線
の
早
期
全
線
開

通
に
つ
い
て
（
継
続
）

町
道
大
沢
・
和
泉
線
の
防
雪
柵
設

置
に
つ
い
て
（
継
続
）

下
水
道
設
置
に
つ
い
て（
新
規
）



高寺地区要望
長谷川　孝志氏（片門）

 

【
敬
省
略
】

前　

緑　
　

町 

酒
井　
　

隆

前　

新 

栄 

町 

齋
藤　

康
徳

前　

水　
　

島 

五
十
嵐
豊
記

前　

中 

新 

田 

伊
藤　
　

浩

前　

村
田
新
田 

吉
井　

一
雄

前　

履　
　

形 

松
本　

幸
一

前　

下 

政 

所 

高
畑　

秀
吉

前　

西 

青 

津 

齋
藤　

隆
敏

前　

塔
寺
二
区 

伊
藤　

昭
次

 

【
敬
省
略
】

前　

坂
下
地
区 

堀　
　

明
義

前　

若
宮
地
区 

渡
部　

新
平

前　

金
上
地
区 

大
堀　

作
夫

前　

広
瀬
地
区 

髙
野　

元
嗣

前　

川
西
地
区 

齋
藤　

利
衞

前　

八
幡
地
区 

小
野　
　

稔

前　

高
寺
地
区 

小
久
保
正
晴

町
駐
在
員
表
彰
（
区
長
自
治

会
長
と
し
て
５
年
以
上
在
職
）

感
謝
状
贈
呈

（
退
任
さ
れ
た
地
区
会
長
）

な
り
地
区
全
体
に
活
気
が
な
く
な
り
観

光
客
も
来
な
く
な
り
ま
す
。
住
み
よ
い

地
区
に
し
て
い
き
た
い
の
で
下
水
道
の

設
置
を
要
望
す
る
。

【
建
設
部
】

全
県
域
下
水
道
化
構
想
に
お
い
て
、

八
幡
地
区
の
下
水
道
計
画
は
農
業
集
落

排
水
事
業
と
し
て
塔
寺
処
理
区
（
塔

寺
、
塔
寺
二
区
、
気
多
宮
地
区
）
及
び

坂
本
処
理
区
（
大
沢
、
朝
立
、
和
泉
、

平
井
地
区
）
の
2
つ
の
処
理
区
を
計
画

し
て
お
り
、
現
在
、
農
業
集
落
排
水
事

業
整
備
計
画
15
処
理
区
の
う
ち
5
処
理

区
が
供
用
開
始
し
、
現
在
、
勝
方
、
塔

寺
及
び
八
幡
地
区
か
ら
要
望
が
あ
り
、

今
年
度
、
集
落
説
明
会
を
開
催
し
、
農

業
集
落
排
水
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
ご

理
解
を
い
た
だ
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

束
松
峠
（
旧
越
後
街
道
）
は
、
我
が

町
の
賑
わ
い
創
出
が
期
待
で
き
る
宝
で

あ
り
ま
す
の
で
、洞
門
の
復
元
と
共
に
、

緑
と
自
然
豊
か
な
地
形
を
活
か
し
た
歩

く
県
道
と
し
て
の
整
備
に
つ
い
て
ご
教

示
願
い
た
い
。

【
建
設
部
】

福
島
県
土
木
部
が
策
定
し
た
「
ふ
く

し
ま
の
新
し
い
県
土
プ
ラ
ン
」
に
よ
り
、

歴
史
を
体
感
で
き
る
「
歩
く
県
道
」
の

整
備
が
計
画
決
定
さ
れ
、
地
域
の
方
々

と
共
に
、
具
体
的
な
整
備
方
針
や
歴
史

的
資
源
の
活
用
に
つ
い
て
保
全
計
画
等

を
策
定
し
て
参
り
ま
す
。

①
消
雪
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
、
機
械

除
雪
対
応
で
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
が
、
適
切
な
対
処
に
至
っ
て
お
ら

ず
、
豪
雪
時
の
安
全
確
保
が
急
務
と

考
え
て
お
り
早
期
整
備
を
強
く
要
望

す
る
。

②
県
道
側
溝
及
び
路
肩
の
雑
草
管
理
も

適
正
に
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

③
只
見
川
基
幹
農
道
か
ら
国
道
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
に
つ
い
て
、
整
備
計
画

の
促
進
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

ご
教
示
願
い
た
い
。

【
建
設
部
】

①
天
屋
、
本
名
地
区
に
つ
い
て
、
消
雪

に
必
要
な
水
量
が
確
保
で
き
な
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
、
整
備
方
法
に
つ
い

て
引
き
続
き
検
討
す
る
と
回
答
を
得

て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
県
に
要
望

し
て
参
り
ま
す
。

②
引
き
続
き
県
に
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

③
ル
ー
ト
の
選
定
方
針
を
決
定
予
定
で

あ
り
、
地
区
の
意
見
を
拝
聴
し
、
事

業
化
に
向
け
進
め
て
参
り
ま
す
。

昨
年
7
月
28
日
か
ら
30
日
に
発
生
し

た
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
る
只
見
川
の
増

水
に
よ
り
沿
岸
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
、
地
区
に
お
い
て
も
そ
の
影
響
は

少
な
か
ら
ず
、
未
だ
復
旧
の
見
通
し
が

立
た
な
い
施
設
や
特
に
窪
倉
区
の
農
用

地
は
、
崩
壊
や
流
失
が
続
き
非
常
に
危

険
な
状
況
に
あ
る
。

只
見
川
に
は
多
く
の
ダ
ム
発
電
所
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
天
災
と
し
て
の
収
束

に
止
ま
ら
ず
被
災
者
の
立
場
に
立
ち
、

河
川
管
理
者
や
ダ
ム
管
理
者
に
補
償
さ

れ
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
よ
う
お
願

い
し
た
い
。

ま
た
、
予
想
を
遥
か
に
超
え
た
増
水

に
よ
り
堤
防
の
一
部
決
壊
や
氾
濫
の
恐

れ
が
生
じ
た
た
め
片
門
、
舟
渡
全
住
民

が
避
難
勧
告
に
よ
り
幸
い
に
し
て
人
命

的
な
被
害
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の

の
、
今
後
も
想
定
外
の
豪
雨
や
ダ
ム
決

壊
の
恐
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
左
右
の
護

岸
を
早
急
に
整
備
（
嵩
上
げ
）
し
適
正

な
安
全
管
理
を
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
す

る
。さ

ら
に
、
今
回
は
3
日
間
で
1
，
0

0
0
㎜
に
達
す
る
豪
雨
と
な
り
、
こ
れ

以
上
の
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
只
見
川
の

各
ダ
ム
の
放
流
量
（
増
水
量
）
や
到
達

時
間
、
ダ
ム
下
流
の
洪
水
被
害
想
定
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備
し
情
報
の

提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
建
設
部
】

　

7
月
28
日
か
ら
30
日
に
発
生
し
た
只

見
川
流
域
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
堤

防
、
護
岸
等
の
早
期
復
旧
と
併
せ
て
、

堤
内
地
の
住
宅
地
、
農
用
地
へ
の
氾
濫

防
止
対
策
と
し
て
弱
小
堤
防
の
護
岸
補

強
、
嵩
上
げ
及
び
片
門
地
内
の
排
水
機

場
設
置
等
の
復
興
対
策
に
つ
い
て
適
切

な
管
理
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
国
・

県
に
対
し
て
強
く
要
望
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
早
期
復
旧
復
興
と
併

せ
て
、
堤
防
の
護
岸
補
強
、
嵩
上
げ
等

に
つ
い
て
引
き
続
き
、
町
の
最
重
点
継

続
要
望
と
し
て
要
望
を
実
施
し
て
参
り

ま
す
。

更
に
、
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

と
情
報
提
供
の
迅
速
化
に
つ
い
て
は
、

只
見
川
の
河
川
管
理
者
、
発
電
事
業
者

並
び
に
関
係
市
町
村
の
情
報
連
絡
会
議

の
中
で
、
防
災
情
報
提
供
の
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
を
早
急
に
実
施
す
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

【
産
業
部
】

窪
倉
区
の
農
地
の
流
出
及
び
崩
壊
箇

所
に
係
る
復
旧
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

災
害
復
旧
事
業
で
は
受
益
者
負
担
額
が

多
額
に
な
る
こ
と
等
に
よ
り
実
施
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
、
他
の
補
助

事
業
等
を
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
当
該
場
所
は
畑

地
で
あ
り
農
作
業
に
危
険
を
及
ぼ
す
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に

危
険
個
所
の
調
査
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
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高
寺
地
区
要
望

歴
史
香
る
宿
場
町
の
束
松
地
区
、

緑
と
自
然
豊
か
な
山
間
を
走
る
束

松
峠
を
歩
く
県
道
と
し
て
の
整
備

促
進
に
つ
い
て（
継
続
）

県
道
3
路
線
沿
線
集
落
及
び
舟
渡

バ
イ
パ
ス
の
消
雪
施
設
の
設
置
並

び
に
県
道
の
適
切
な
管
理
と
鐘
撞

堂
峠
の
事
故
多
発
解
消
対
策
と
更

に
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
促
進
に

つ
い
て（
継
続
）

只
見
川
洪
水
に
よ
る
被
害
補
償
及

び
河
川
護
岸
の
整
備
に
つ
い
て

（
新
規
）



会
津
で
有
数
の

マ
ン
モ
ス
校
に
！

　

4
月
6
日
（
金
）、
坂
下
一
中
・

二
中
が
統
合
し
誕
生
し
た
、
坂
下

中
学
校
の
開
校
式
、
入
学
式
が
行

わ
れ
た
。

　

式
で
は
ま
ず
、
竹
内

俊
町
長

が
開
校
の
あ
い
さ
つ
を
し
、
そ
の

後
、
会
津
地
方
に
ゆ
か
り
の
あ
る

シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の

小
椋
佳
さ
ん
が
作
詞
、
作
曲
し
た

新
し
い
校
歌
を
披
露
。
二
、
三
年

生
と
教
職
員
が
練
習
を
重
ね
て
き

た
新
し
い
校
歌
を
歌
っ
た
。

　

三
年
生
の
田
崎
杏き

ょ
う

佳か

さ
ん
が

「
こ
れ
か
ら
の
伝
統
は
私
た
ち
が

作
る
。
勉
強
と
部
活
を
両
立
し
、

笑
顔
で
一
緒
に
作
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
、

新
入
生
1
6
9
人
を
代
表
し
て
山

内
颯
太
朗
く
ん
が
「
こ
れ
か
ら
始

ま
る
伝
統
の
た
め
に
友
だ
ち
と
努

力
し
ま
す
」
と
誓
っ
た
。

　

こ
の
統
合
で
、
坂
下
中
学
校
の

全
校
生
徒
は
5
0
8
人
と
な
り
、

会
津
で
も
有
数
の
マ
ン
モ
ス
校
と

な
っ
た
。
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のち
た

私 学校

町内の保育所・幼稚園・小学校・
中学校から、子どもたちの学校で
の様子をお伝えします！

新しい歴史の幕開け

坂下中学校開校

歓迎のあいさつをする
3年生の田崎さん

→名前を呼ばれ
元気よく起立する
新入生

　

坂
下
中
学
校
校
歌

作
詞
・
作
曲　

小
椋　

佳

見
よ
あ
の
空　

飽
く
迄ま
で

も
澄
ん
で

会
津
盆
地
に
は
黄こ
が
ね金

の
瑞
穂

恵
み
豊
か
な　

ふ
る
さ
と
悦
よ
ろ
こ
び

集
う
坂
下
中
学
校

見
よ
あ
の
山　

揺
る
が
ず
雄
々
し
く

会
津
磐
梯
は
礎
い
し
ず
え

鏡
か
が
み 

学
ぶ
真
実　

積
み
上
げ
る
英
知

励
む
坂
下
中
学
校

見
よ
あ
の
川　

清
ら
か
な
流
れ

魚ぎ
ょ

鱗り
ん

輝
い
て
平
和
を
歌
う

希
望
理
想
の　

志
高
く

誓
う
坂
下
中
学
校



町史編さんだより

近
代
へ
の
曙

　

 

―
会
津
坂
下
町
域
に
み
る

明
治
八
年
の
合
村
―

　

近
日
刊
行
さ
れ
る
『
会
津
坂
下
町
史　

第
三
巻　

通
史
編
Ⅲ　

近
代
・
現
代
』
で

は
、
戊
辰
戦
争
直
後
か
ら
現
在
ま
で
の
会

津
坂
下
町
域
の
動
き
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
今
回
は
明
治
八
年
の
合
村

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）、
江
戸
幕
府

に
よ
る
大
政
奉
還
、
朝
廷
に
よ
る
王
政
復

古
の
大
号
令
に
よ
っ
て
新
政
府
が
発
足
し

た
。
新
政
府
は
権
力
を
中
央
に
集
中
さ
せ

る
た
め
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
全

国
の
藩
主
か
ら
領
地
（
版
）
と
領
民
（
籍
）

を
天
皇
に
返
上
さ
せ
る
版
籍
奉
還
、
明
治

四
年
（
一
八
七
一
）
に
は
全
国
の
藩
を
廃

し
て
府
県
に
統
一
す
る
廃
藩
置
県
を
行
っ

た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
会
津
地
方
で
は
、
戊
辰

戦
争
後
の
治
安
確
保
と
民
心
安
定
の
た
め

の
直
轄
県
と
し
て
「
若
松
県
」
が
設
置
さ

れ
て
い
た
。

　

新
政
府
は
、
町
村
の
分
合
を
進
め
、
政

府
の
権
力
が
行
き
渡
る
「
行
政
村
」
を
作

ろ
う
と
し
た
。
そ
の
第
一
段
階
と
し
て
、

明
治
七
年
に
入
り
、
町
村
分
合
を
諮
問
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
長
年
独
立
性

を
保
っ
て
き
た
各
村
は
、
そ
う
た
や
す
く

応
じ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
村
々
に
対
し

て
出
さ
れ
た
文
書
が
高
寺
地
区
に
残
さ
れ

て
い
る
（
齋
藤
洋
子
家
文
書
）。

　

政
府
か
ら
の
分

合
の
諮
問
に
応
じ

な
い
片
門
・
洲

走
・
杉
山
・
天

屋
・
本
名
・
重
門

治
原
・
藤
・
軽
沢

分
の
八
か
村
に
対

し
、
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
六

月
、
政
府
は
「
…

合
併
の
趣
旨
は
、

無
用
の
支
出
を
省

き
人
民
の
便
利
を
得
さ
せ
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
大
村
に
合
併
す
れ
ば
村
権
を

失
う
な
ど
の
頑
な
な
説
を
唱
え
る
者
が
あ

る
が
、
誠
に
遺
憾
の
至
り
で
あ
る
。
…
改

正
困
難
の
事
由
を
来
月
末
日
ま
で
に
申
し

立
て
よ
。」
と
、
強
い
姿
勢
で
合
併
を
促

し
た
。

　

こ
れ
を
う
け
て
す
ぐ
、
各
村
の
戸
長
が

協
議
し
「
天
杉
走
村
」「
片
本
沢
村
」「
藤

原
村
」
の
三
か
村
と
す
る
決
定
が
な
さ
れ

た
。

　

し
か
し
、
同
年
八
月
二
十
四
日
の
協
議

に
よ
り
片
門
・
本
名
・
重
門
治
原
・
軽
沢

の
四
か
村
で
「
四し

あ

合わ
せ

村
」、
天
屋
・
杉
山
・

洲
走
の
三
か
村
で
「
三さ
ん

郷ご
う

村
」、
藤
村
の

み
一
村
独
立
と
変
更
さ
れ
、
十
月
に
若
松

県
へ
合
併
願
書
を
提
出
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
十
一
月
に
入
っ
て
、
片
門

村
の
「
全
国
の
公
私
の
物
産
の
輸
送
を
担

う
片
門
駅
名
は
万
国
に
通
じ
る
名
称
で
あ

る
…
」
と
い
う
理
由
の
村
名
据
置
き
願
書

を
始
め
、
各
村
か
ら
村
名
据
置
き
ま
た
は

独
立
の
願
書
が
提
出
さ
れ
た
。

　

最
終
的
に
「
高
寺
村
」「
片
門
村
」「
束

松
村
」
の
三
か
村
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
へ

落
ち
着
く
ま
で
の
経
緯
か
ら
は
、
当
時
の

人
々
の
困
惑
ぶ
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

こ
の
よ
う
な
紆
余
曲
折
を
経
て
、
現
会

津
坂
下
町
域
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

に
九
二
か
村
か
ら
四
一
か
村
に
な
り
、
国

の
行
政
単
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

町
史
編
さ
ん
室　

☎
83
‐
2
2
3
4

会津坂下町史　第三巻　通史編Ⅲ　近代・現代
予約受付中　予約販売価格 4,500円（通常価格5,000円）

予約方法：先日配付いたしましたリーフレットの専用申込ハガキをお使いください。
電話・メールでも受付けます。
電話　0242（83）2234㈹
メール　bunka@town.aizubange.fukushima.jp

　４月配本予定でありました『会津坂下町史　第三巻　通史編Ⅲ　近代・現代』は、諸事
情により発刊が遅れております。お申し込みいただいた方には大変申し訳ございません
が、もうしばらくお待ちいただきますようお願い申し上げます。刊行日が決まりましたら、
ご案内のハガキをお送りいたします。

9

明治 7年10月　合併願書



食育だより

ばんげの味が育てる
おいしい楽しい健やかライフ

【問い合わせ先　健康管理センター　TEL 83-1000】
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その33

～食育サポーター活動「おふくろクッキング教室」より～

「食育で子育て」の体験事業として、家庭料理や郷土料理の実習
を行い、若いお母さんたちへ作り方や料理のもつ意義等を伝承して
います。今回は 2回開催し48名の方が参加され好評を得ました。保
育では、ファミリーサポートセンターのご協力をいただきました。

①郷土料理「五目おこわ・こづゆ・くるみ合え等」（ 2月28日実施）
○転勤して会津に来たので、会津の料理にとても興味があり、実際に
習うことができて嬉しかった。
○普段作ったことがない料理が作れてとても良かった。味も美味しく
子供もたくさん食べていた。
○初めてこづゆを作りましたが、下ごしらえの大切さや入れる順番な
ど説明しながらで、とても分かりやすかった。こづゆやおこわを覚
えることが出来たし、子供も喜んだのでぜひ作りたい。

②家庭料理「お祝い寿司・澄まし汁・即席漬け等」（ 3月13日実施）
○藤寿司がとてもきれいで簡単にできるので、家でも作りたい。
○たたみいわしのチーズサンドは、子供がとても喜んで食べた。カル
シウムたっぷりで、美味しかった。だしのとり方も勉強になり、と
ても良かった。

※おふくろクッキング教室は、郷土の味や家庭の味を再発見したり、親子で食を楽しむ場となっていま
す。24年度も開催する予定ですので、皆さんもぜひ親子でご参加ください。

☆★☆★5月19日（食イクの日）おすすめレシピ☆★☆★

＜材料＞
もち米 700ｇ（6合）→洗って水に一晩うるかす
ゴボウ  50ｇ →ささがきにして水にさらす
人参  50ｇ →ささがきにする。
ヒジキ 　8ｇ →水にもどす。
油揚げ 　2枚 →細切りにして熱湯をかける
干し椎茸 　4枚 →戻して細切りにする。
醤油  50㎖ 
みりん 大さじ2
油 大さじ2

＜作り方＞
①もち米はザルにあげ、水切りをしておく。
②蒸し器に布を敷き、もち米を入れて蒸す。
（蒸し時間40～50分、打ち水 2～ 3回）
③鍋に油を熱し、ゴボウ･人参･ヒジキ･椎茸
を炒める。油揚げを加え、椎茸のもどし汁
（ 1カップ弱）・醤油・みりんを入れて煮る。
④蒸しあがったもち米に③を混ぜ、もう一度
蒸気を上げる。



図書室だより

中央公民館図書室　TEL 83-3010（定休日 : 第２火曜日）

特集

中央公民館図書室には、０歳から楽しめる「赤ちゃんの絵本」もたくさ
んあります。ぜひご利用ください。

『ブックスタート』事業を手伝っていただけるブックスタート
ボランティアの方を随時募集しています。
興味のある方は中央公民館までご連絡ください。
▼問い合わせ先　TEL 83-3010　担当：佐野・佐藤まで
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ブックスタートボランティアのみなさんと公民館職員が、地域で子育てを応援していますというメッ
セージをこめながら絵本を手渡しています。

ブックスタートとは1992年に英国で始まった、赤ちゃんに
絵本を手渡す運動です。日本でも2000年「子ども読書年」を
機に、取り組みが広がっています。
ブックスタートの目的は、絵本を「読む」のではなく、赤
ちゃんと保護者が一緒に絵本をひろげ楽しいひとときを分か
ち合う「きっかけ」をつくることです。
会津坂下町では、以前より行っているブックスタート事業
に加えて、2011年度から10ヶ月児健診時を利用してブックス
タートパックのプレゼントを始めました。

中央公民館図書室おすすめのブックスタート向きの絵本

『ぴょーん』
絵：まつおかたつひで

ポプラ社　
ページを縦にめくると、

かえるがぴょーん。いぬが
ぴょーん。色々な生きもの
がぴょーんとはねます。
赤ちゃんの体あそびを促

す１冊です。

『がたんごとんがたんごとん』　
さく：安西水丸　　　

福音館書店　
「がたんごとん」「のせて
ください」乗客は赤ちゃん
の身近なもの“モノ”たち。
おひざの上に赤ちゃんを
のせて「がたんごとん」し
てあげながら読み聞かせて
あげると楽しいですよ。



TOWN TOPICS

まちの話題

12

会津坂下町役場の新戦力
昨年行った採用試験の結果、 8人が職員として採用され、 4月 2日から働き

始めました。会津坂下町の次世代を担う、新採用職員を紹介します。

五十嵐皐
こ う

暉
き

さん（大沢）、
日本情報オリンピックで

優秀賞を獲得

　 3月16日に、五十嵐皐暉さん（当
時坂下二中 3年生）が日本情報オリ
ンピックで優秀賞を獲得し、報告に
町役場を訪れました。
五十嵐さんは、約700人が参加し

たインターネットでの予選で、北海
道、東北ブロックでトップ通過し、
本選に勝ち上がりました。
全国で優秀賞以上の入賞者はわず

か22人で、全国各地の名門進学校の
生徒がほとんどで、中学生では 2人
だけの入賞となりました。
五十嵐さんは、「将来は、コンピ

ュータに関わる研究者になりたい」
と、話してくれました。

交通教育専門員辞令交付

会津坂下町交通教育専門員の辞令
交付式が行われました。
町の交通教育専門員は3年任期で、
山口享専門員（茶屋町）・川上義市
専門員（新町）・佐藤浩専門員（塔
寺）・長島正博専門員（小原）がそ
れぞれ再任されました。
交通教育専門員は、朝の登校時の

街頭指導や各学校の交通安全教室等
にあたっています。

　生まれ育った会津坂下町で町職員と
して働くことが出来て大変嬉しく思っ
ております。
　社会人になったばかりで不慣れな部
分も多いですが、行政に携わる者とし
て、皆様方のお声をお聞かせいただき
ながら日々精進してまいります。
　この自然豊かな会津坂下町がより住
みよい町になるよう明るく元気に頑張
りたいと思います。何とぞよろしくお
願いいたします。

　会津坂下町職員として責任を持ち、
町民の皆さんと共に明るく、住みやすい
町づくりに努めていきたいと思います。
　いつも笑顔を忘れず、一生懸命頑張
ります。よろしくお願いします。

　この4月より、社会人を経て役場職
員となりました武藤秀忠です。
　これまで社会で経験してきた事を活
かして、これからは自分の生まれ育っ
た会津坂下町の為に頑張っていきたい
と思います。

　生まれ育った町のために、今まで経
験し得た知識を生かして、町政の益々
の発展に寄与したいと思います。

　私は、会津坂下町で生まれ育ちまし
た。小さいころから、現在に至るまで
町民の方々、またこの町自身に大変お
世話になって参りました。
　このご恩を返すにはどうすればいい
か、それにあたって最適な機会を与え
て頂き、大変ありがたく思っておりま
す。
　これから粉骨砕身頑張っていく所存
でおりますので、どうかよろしくお願
いいたします。

会津坂下町の皆さんと一緒に健康づ
くりに取り組んでいきたいと思いま
す。明るく元気に頑張ります。どうぞ
よろしくお願いします。

　緑豊かな会津坂下の地で働ける事、
とても嬉しく思います。
　まだまだ右も左も分かりませんが、
どんな時でも前を向いて、一生懸命に
頑張っていきたいと考えております。
　どうぞ宜しくお願いいたします。

　新社会人なので不安もありますが、
一生懸命がんばりますのでどうかよろ
しくお願いします。

松本　由
ゆ き

紀
総務部 税務管理班
（新町）

鈴木　佳
か

奈
な

生活部 健康増進班
（茶屋町）

武藤　秀
ひで

忠
ただ

生活部 保険年金班
（八日沢）

酒井　崇
たか

敦
とし

総務部 税務管理班
（新町）

鈴木　達
たつ

也
や

建設部 建設班
（村田）

白井　あゆみ
生活部 健康増進班
（会津美里町）

塚原　和
かず

哉
や

建設部 建設班
（喜多方市）

土井　慎
しん

太
た

郎
ろう

産業部 農林振興班
（金沢）



まちの話題
TOWN TOPICS

13

選挙管理委員会委員長に
齋藤正雄さんを選任

有害鳥獣駆除隊委嘱状交付 交通安全用品贈呈式

　 4月 6日で任期満了を迎えた選挙
管理委員が、第 1回の定例議会にお
いて新たに選任され、 4月 9日開催
の選挙管理委員会で委員長及び職務
代理者が決まりました。
今後 4年間、選挙の管理執行にご

尽力いただくことになります。

写真左側より
山口幸一さん（　窪　）
石綿宗一さん（三　谷）
齋藤正雄さん（諏訪町）
渡部哲夫さん（牛　沢）
竹内 俊町長

会津坂下町の有害鳥獣駆除隊委嘱
状交付式が行われました。
隊を代表して芥川克己隊長、佐藤

孝隊員、渡部一成隊員が出席し、町
長より委嘱状が交付されました。
隊員の任期は 1年で、農作物に被

害を与えるカラスなどの有害鳥獣の
駆除にあたります。

新入学児童・新入園園児の交通安
全用品贈呈式が会津坂下警察署で開
催されました。明るい社会づくり運
動両沼地区協議会から黄色い帽子、
町交通対策協議会からランドセルカ
バーや夜光反射シール、会津坂下地
区交通安全協会から交通安全腕章や
交通安全ワッペンなどが贈呈されま
した。
新入学児童を代表して佐藤遥さん

（長井）、新入園園児を代表して梅村
秋斗くん（鉄砲町）に贈呈した交通
安全用品が身につけられました。

ご寄付に感謝します

防霜対策本部を設置

交通事故にあわないよう
願いを込めてミニわらじ贈呈

JA会津みどり　様
「農業に関する副読本」

子供たちに食と農への理解と関心
を深めてもらうため

霜による農作物被害が予想される
時期を向かえ、会津坂下町では防霜
対策本部を設置し霜注意報の連絡や
技術指導、被害状況の取りまとめ等
を正確かつ迅速に行うため、関係機
関の連携により構成員を任命しまし
た。

八日沢の山内真一さんが町内 4小
学校の新入生のために赤・青・黄色
の信号機に見立てたミニわらじセッ
トを作り、子どもたちに贈呈しまし
た。今回は、広瀬小学校の新入生 1
人ひとりに手渡しで贈呈しました。
このミニわらじは、交通事故にあ
わないようにと一つ一つ願いをこめ
てすべて手作りで作成しています。㈱みどり　様

「シャープ液晶カラーテレビ46型」
会津西部斎苑にて使用して戴きたい

住民の声をお聞かせください
今月号の広報へ「住民の声」を折

り込みいたしました。町に対する皆
さんの意見、要望、提案、苦情など
なんでも結構です。建設的な意見を
お待ちしております。
必ず回答いたしますので、記名投

票でお願いいたします。氏名の公表
はいたしません。
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③
貸
出
は
、
午
前
9
時
、
午
後
1
時

か
ら
の
各
2
時
間
で
す
。

④
測
定
し
た
結
果
に
つ
い
て
、
報
告

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

放
射
能
対
策
室

☎
84
‐
1
5
2
7

中
央
・
坂
下
公
民
館

☎
83
‐
3
0
1
0

▼
検
査
対
象

自
家
消
費
（
自
家
菜
園
）
野
菜
・

米
・
山
菜
や
き
の
こ
・
井
戸
水
（
飲

料
水
）
な
ど

※
販
売
を
目
的
と
し
て
い
る
食
品
や

出
荷
制
限
、
摂
取
制
限
を
受
け
て

い
る
食
品
に
つ
い
て
は
、
検
査
で

き
ま
せ
ん
。

※
簡
易
検
査
で
す
の
で
、
販
売
目
的

で
の
証
明
と
し
て
は
、
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

▼
検
査
場
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

食
品
等
放
射
性
物
質
検
査
室

▼
申
込
方
法

①
事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
1
回
に
つ
き
1
食
品
で
す
。

（
平
日
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

4
時
）

②
検
査
す
る
食
品
等
は
、
洗
っ
て
細

か
く
み
じ
ん
切
り
に
し
て
１
㎏
以

上
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
詰
め
て
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

職
場
適
応
性
検
査

午
後
1
時
45
分
〜
午
後
2
時
15
分

○
土
木

教
養
試
験　

午
前
10
時
〜
正
午

専
門
試
験　

午
後
1
時
〜
午
後

　
　
　
　
　

3
時

一
般
性
格
診
断
検
査

午
後
3
時
30
分
〜
午
後
4
時

職
場
適
応
性
検
査

午
後
4
時
15
分
〜
午
後
4
時
45
分

▼
試
験
会
場

○
一
般
事
務
及
び
土
木

福
島
大
学

福
島
市
金
谷
川
1
番
地

☎
0
2
4
‐
5
4
8
‐
5
1
5
1

※
申
込
用
紙
は
、
町
役
場
総
務
部
行

政
管
理
班
で
交
付
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

行
政
管
理
班　

☎
84
‐
1
5
0
3

▼
貸
出
方
法

①
役
場
情
報
防
災
班
、
ま
た
は
各
公

民
館
に
平
日
に
電
話
を
し
、
測
定

器
の
空
き
状
況
を
確
認
し
て
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
（
土
日
祝
日

は
、
役
場
と
中
央
・
坂
下
公
民
館

の
み
受
付
・
貸
出
を
行
い
ま
す
）。

②
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な

ど
）
を
持
参
の
上
、
予
約
日
時
に

来
庁
し
て
申
請
書
を
記
入
し
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度
町
職
員
（
大
学
卒
・

高
専
卒
程
度
）
採
用
候
補
者
試
験
を

行
い
ま
す
。

▼
試
験
職
種　

一
般
事
務
（
大
学
卒
程
度
）

土
木
（
大
学
卒
・
高
専
卒
程
度
）

▼
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務　

若
干
名

土
木　
　
　

１
名

▼
受
験
資
格

○
一
般
事
務

昭
和
52
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
大
学
を
卒
業
又
は
平
成

25
年
3
月
に
卒
業
見
込
み
の
者
。

○
土
木

昭
和
52
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
大
学
又
は
高
専
を
卒
業

又
は
平
成
25
年
3
月
に
卒
業
見
込
み

の
者
。

▼
受
付
期
間

5
月
24
日
（
木
）
〜
6
月
22
日

（
金
）
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

ま
で

▼
試
験
期
日　

7
月
22
日
（
日
）

受
付　

午
前
9
時
〜
9
時
30
分

○
一
般
事
務

教
養
試
験 

午
前
10
時
〜
正
午

一
般
性
格
診
断
検
査

午
後
1
時
〜
午
後
1
時
30
分

町
職
員
（
大
学
卒
・

高
専
卒
程
度
）
募
集

放
射
線
測
定
器
を
貸
出
し
ま
す

食
品
等
の
放
射
性
物
質
簡
易

検
査
を
お
こ
な
い
ま
す

③
予
約
時
間
の
5
分
前
ま
で
に
受
付

を
お
願
い
し
ま
す
。
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

④
検
査
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。
終

わ
り
ま
し
た
ら
、
そ
の
場
で
検
査

結
果
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

食
品
等
放
射
性
物
質
検
査
室

☎
83
‐
3
9
7
0

放
射
能
対
策
室

☎
84
‐
1
5
2
7

▼
木
曜
日
の
接
種
実
施
が
な
く
な
り

ま
し
た

こ
れ
ま
で
坂
下
厚
生
総
合
病
院
・

小
児
科
外
来
で
は
月
曜
日
か
ら
土
曜

日
ま
で
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま

し
た
が
、
木
曜
日
の
実
施
は
な
く
な

り
ま
し
た
。

▼
Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い

ワ
ク
チ
ン
の
在
庫
状
況
に
よ
り
接

種
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

は
お
手
数
で
も
事
前
に
小
児
科
外
来

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
☎
83
‐

3
5
1
1
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
班
☎
83
‐
1
0
0
0

坂
下
厚
生
総
合
病
院
で
の

予
防
接
種
に
つ
い
て
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病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
。
該
当

す
る
飼
い
主
さ
ん
は
最
寄
り
の
会
場

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
町
に
登
録
さ
れ
て
い
る
犬

【
費
用
】
1
頭
3
，
1
0
0
円
（
集

合
注
射
料
2
，
5
5
0
円

＋
注
射
済
票
5
5
0
円
）

【
受
付
方
法
】

個
人
通
知
書
及
び
問
診
票
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
記
入
の
う
え
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
新
た
に
登
録
さ
れ
る
犬

【
費
用
】
1
頭
6
，
1
0
0
円
（
登

録
料
3
，
0
0
0
円
＋
集

合
注
射
料
2
，
5
5
0
円

+
注
射
済
票
5
5
0
円
）

【
受
付
方
法
】

会
場
に
用
意
し
て
あ
る
申
請
書
に

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
早

め
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
予
防
注
射
を
受
け
る
際
に
は
問
診

票
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

犬
の
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
に
は

通
知
文
書
と
併
せ
て
送
付
し
ま
す

の
で
、
記
入
の
う
え
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

※
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

▼
注
意
事
項

○
当
日
の
注
射
は
健
康
な
犬
に
限
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
犬
を
扱
い
な
れ
た
人
が
連
れ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

○
引
き
綱
は
短
く
持
ち
、
犬
の
突
発

的
行
動
に
対
処
で
き
る
よ
う
な
服

装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
日　

毎
週
木
曜
日
（
夏
・
冬
・
春
休
み
・

祝
日
を
除
く
）
月
3
〜
4
回
程
度

▼
会
費

1
家
族
1
か
月
7
0
0
円

▼
５
月
の
予
定

中
央
乳
業
さ
ん
に
見
学
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

0
9
0
‐
2
4
3
4
‐
3
6
0
3

▼
補
助
の
対
象
と
な
る
方

①
会
津
坂
下
町
内
で
自
ら
が
居
住
し

て
い
る
か
、
居
住
し
よ
う
と
し
て

い
る
住
宅
（
店
舗
等
と
の
併
用
住

宅
を
含
む
）
に
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
、
電
力
会
社
と
電

力
受
給
契
約
を
締
結
す
る
方

②
契
約
書
の
工
事
着
工
日
が
平
成
24

年
度
で
あ
る
こ
と

③
平
成
25
年
3
月
10
日
ま
で
に
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
が
完
了

で
き
る
方

▼
補
助
内
容

○
1
K
w
あ
た
り
1
万
5
千
円

○
上
限
4
K
w
ま
で
で
1
件
あ
た
り

最
大
6
万
円

▼
申
請
期
間

　

5
月
10
日
（
木
）
〜
随
時
受
付

※
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順
で
す
。

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

政
策
企
画
班
☎
84
‐
1
5
0
4

粗
大
ご
み
の
収
集
を
以
下
の
日
程

で
行
い
ま
す
。
年
に
１
回
の
収
集
と

な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を
ご
利

用
下
さ
い
。

▼
収
集
日
程

　

5
月
20
日　

坂
下
地
区

　

6
月
17
日　

金
上
・
若
宮
地
区

　

7
月
15
日　

広
瀬
・
八
幡
地
区

　

8
月
19
日　

川
西
・
高
寺
地
区　

▼
収
集
場
所
・
時
間

該
当
す
る
地
区
に
は
、
事
前
に
チ

ラ
シ
を
配
布
す
る
予
定
で
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
収
集
方
法

別
途
配
布
す
る
チ
ラ
シ
に
つ
い
た

処
理
券
と
処
理
費
用
を
お
持
ち
の
上
、

区
長
・
自
治
会
長
さ
ん
の
確
認
を
受

け
て
か
ら
、
収
集
場
所
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
（
指
定
し
た
場
所
に
出
せ
な

い
場
合
や
費
用
が
分
か
ら
な
い
場
合

は
、収
集
業
者
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

▼
問
い
合
わ
せ
先

戸
籍
環
境
班
（
⑨
番
窓
口
）

☎
84
‐
1
5
0
0

平
成
24
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂
犬

私
た
ち
の
体
の
中
を
流
れ
て
い
る

血
液
は
、生
き
て
い
る
細
胞
で
あ
り
、

長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
工
的

に
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
輸

血
に
必
要
な
血
液
を
い
つ
で
も
十
分

に
確
保
し
て
お
く
た
め
に
は
、
絶
え

ず
誰
か
の
献
血
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
実
施
日　

5
月
17
日
（
木
）

▼
場
所
・
時
間

会
津
坂
下
町
役
場
前

午
前
9
時
30
分
〜
0
時
30
分

午
後
2
時
〜
午
後
4
時
30
分

▼
対
象

①
16
〜
69
歳
の
方
（
65
歳
以
上
の
方

は
60
〜
64
歳
ま
で
に
献
血
経
験
の

あ
る
方
）

②
体
重　

男
性
45
㎏
・
女
性
40
㎏
以

上
の
方

③
過
去
に
輸
血
を
受
け
た
経
験
が
な

く
、
現
在
健
康
な
方

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
班
☎
83
‐
1
0
0
0

　

0
歳
か
ら
就
園
前
の
お
子
さ
ん
な

ら
ど
な
た
で
も
入
会
大
歓
迎
！

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

で
ん
で
ん
虫
会
員
募
集
中

粗
大
ご
み
の
収
集
日
程

に
つ
い
て

犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
！

○
首
輪
は
必
ず
付
け
、
注
射
時
も
は

な
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
か
み
つ
き
癖
の
あ
る
犬
に
は
、
口

輪
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

○
フ
ン
を
始
末
す
る
道
具
を
必
ず
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
犬
の
登
録
は
、
随
時
戸
籍
環
境
班

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き
や
、
登

録
内
容
に
つ
い
て
変
更
が
生
じ
た

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
狂
犬
病
予
防
注
射
（
集
合
注
射
）

日
程
表
【
５
月
】

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

費
補
助
に
つ
い
て

▼
問
い
合
わ
せ
先

戸
籍
環
境
班
（
⑨
番
窓
口
）

☎
84
‐
1
5
0
0

期日 場　　所 期　　間

18日
（金）

高寺公民館 午前 9時30分～10時 5 分
坂本コミュニティーセンター 午前10時20分～10時35分
八幡公民館 午前10時50分～11時20分
若宮公民館 午後 1時10分～ 1時50分
金上公民館 午後 2時 5分～ 2時45分

21日
（月）

長井公民館 午前 9時30分～ 9時45分
川西公民館 午前10時～10時20分
広瀬公民館 午前10時35分～11時20分
健康管理センター 午後 1時10分～ 2時30分
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第
54
回
水
道
週
間

　

６
月
１
日
〜
６
月
７
日
は

　

第
54
回
水
道
週
間
で
す

水
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。
限
り
あ
る
資
源
で
す
。

無
駄
な
く
上
手
に
つ
か
い
ま
し
ょ
う
。

▼
水
道
水
は
、
計
画
に
基
づ
い
た
水

質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す

　
「
安
全
で
お
い
し
い
水
道
水
」
を

お
届
け
す
る
た
め
、
定
期
的
な
水
質

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
水
質
検

査
計
画
及
び
結
果
、
詳
細
に
つ
い
て

は
、
上
下
水
道
班
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
さ
あ
今
日
も　

水
と
元
気
が

蛇
口
か
ら
」

▼
検
査
機
関

会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村
圏
整

備
組
合

　

㈱
江
東
微
生
物
研
究
所
郡
山
支
所

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
班　

☎
84
‐
１
５
３
１

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
現

在
で
車
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
他
人
に
譲
っ
た
り
し
て
、

実
際
に
使
用
し
て
い
な
い
車
両
で
も
、

名
義
変
更
や
抹
消
の
手
続
き
が
さ
れ

て
い
な
い
と
、
4
月
1
日
現
在
の
名

義
人
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
自
動
車
税
を
納
め
た
と
き

の
領
収
証
書
に
は
、
自
動
車
の
継
続

検
査
（
車
検
）
用
の
納
税
証
明
書
が

つ
い
て
い
ま
す
の
で
、
車
検
証
と
一

緒
に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
自
動
車
税（
県
か
ら
届
く
納
付
書
）

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

付
で
き
ま
す
。

▼
軽
自
動
車
税
（
町
か
ら
届
く
納
付

書
）

○
自
主
納
付
（
現
金
で
納
め
る
方
）

5
月
中
旬
に
納
付
書
が
郵
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
町
指
定
の
金
融
機
関

で
納
付
願
い
ま
す
。

○
納
税
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

5
月
中
旬
以
降
に
組
合
長
さ
ん
を

通
し
て
、
通
知
書
を
お
渡
し
し
ま

す
。

○
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

5
月
中
旬
に
通
知
書
が
届
き
ま
す

の
で
、
内
容
の
確
認
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

▼
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い

て
○
障
が
い
を
持
つ
方
は
手
続
き
を

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手

帳
・
療
育
手
帳
等
を
持
っ
て
い
る
方

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
に
つ
い
て

は
、
障
が
い
の
程
度
な
ど
一
定
の
条

件
に
よ
り
、
減
免
申
請
の
手
続
き
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
軽
自
動
車
税

が
減
免
さ
れ
ま
す
。
納
期
限
7
日
前

【
５
月
24
日
（
木
）】
ま
で
に
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
手
続
き
（
持
参
す
る
も
の
）

○
町
で
手
続
き
で
き
る
も
の
（
軽
自

動
車
税
）

①
身
体
障
害
者
手
帳　

②
運
転
免

許
証　

③
印
鑑

○
県
（
合
同
庁
舎
）
で
手
続
き
で
き

る
も
の
（
自
動
車
税
）

①
身
体
障
害
者
手
帳　

②
運
転
免

許
証　

③
車
検
証　

④
印
鑑　

⑤

身
体
障
が
い
者
等
の
た
め
に
運
転

す
る
旨
の
証
明
書
（
家
族
が
運
転

す
る
場
合
の
み
福
祉
班
で
発
行
）

※
自
動
車
税
（
県
税
）
の
減
免
に
関

す
る
こ
と
は
、
県
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

○
軽
自
動
車
、二
輪
の
小
型
自
動
車
、

原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊
自

動
車
に
つ
い
て
は

　

町
役
場
税
務
管
理
班

　

☎
84
‐
1
5
0
2

○
普
通
自
動
車
、
大
型
自
動
車
等

（
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
）
に
つ
い
て
は

　

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　

課
税
第
二
課　

☎
29
‐
5
2
6
1

総
務
省
で
は
、
会
津
坂
下
町
を
担

当
す
る
行
政
相
談
委
員
と
し
て
次
の

方
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
国
・
県
・
市

町
村
な
ど
の
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
付

け
、
皆
さ
ん
と
関
係
行
政
機
関
等
と

の
間
に
立
っ
て
、
そ
の
解
決
を
促
進

す
る
よ
う
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
会
津
坂
下
町
の
行
政
相
談
員

○
芦あ

し

沢ざ
わ

美み

也や

子こ

さ
ん
（
小
原
）

会
津
坂
下
町
字
石
田
1
5
2
1
番

地
3　

☎
83
‐
２
８
０
７

○
鶴つ

る

見み

常つ
ね

夫お

さ
ん
（
新
町
）

会
津
坂
下
町
字
市
中
新
町
甲
3
8

1
6
番
地　

☎
83
‐
2
4
5
6

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

戸
籍
環
境
班
（
①
、
⑨
番
窓
口
）

　

☎
84
‐
1
5
0
0

会
津
坂
下
町
で
は
3
月
中
、
刑
法

犯
の
発
生
が
7
件
あ
り
ま
し
た
。

▼
万
引
き
は
泥
棒
で
す

　

当
署
管
内
に
お
い
て
、
万
引
き
は

な
く
な
ら
な
い
犯
罪
の
一
つ
で
す
。

万
引
き
に
つ
い
て
、
親
子
間
や
家
族

の
中
で
犯
罪
で
あ
る
こ
と
の
話
し
合

い
を
設
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

▼
万
引
き
は
ど
の
よ
う
な
罪
な
の

　

窃
盗
罪
で
10
年
以
下
の
懲
役
又
は

50
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま

す
。

▼
す
る
人
は
ど
ん
な
人
が
多
い
の

　

子
供
や
高
齢
者
の
方
が
多
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

▼
な
ぜ
減
ら
な
い
の

　

万
引
き
を
軽
く
考
え
て
い
る
か
ら

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ど
の
お
店
で
も
万
引
き
対
策
の
た

め
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
私
服
警
備
員
の

巡
回
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

万
引
き
は
、
必
ず
捕
ま
り
ま
す
。

5
月
31
日
（
木
）
は

自
動
車
税
の
納
期
限
で
す

相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

会
津
坂
下
警
察
署
よ
り

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況（平成24年3月末現在）
区　分 管内 会津坂下町 区　分 管内 会津坂下町

空き巣ねらい 自販機ねらい
忍 び 込 み 車上ねらい １ １
事務所荒し １ １ 部品ねらい
出 店 荒 し １ １ 強制わいせつ
自 動 車 盗 街頭犯罪合計 ３ ３
オートバイ盗

全 刑 法 犯 15 13
自 転 車 盗

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
坂
下
警
察
署

　

☎
83
‐
3
4
5
1



注　

意

○申し込みは原則、土・日・祝日を除く
　午前８時30分～午後５時15分　
○費用・料金等の記載のないものは無料
○「申込」の記載があるものは事前に申し込みが必要
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□本　社／会津若松市神指町大字南四合字才ノ神461 ℡0242-36-5351
□事業所／柳津町大字藤字鶴ヶ峯4330-23 ℡0241-42-2890

㈱あいづダストセンター　
事業系一般廃棄物・粗大ごみ等

廃棄物のことならお気軽にご相談下さい

事 業 名 日　 時 開催場所
申込・問い合わせ先 備　 考

すこやかキッズ

5 月17日（木）
午前10時～11時30分 健康管理センター

TEL 83-1000
※申込みはいりません

　 0～ 1・ 1～ 2歳の子供と保護者
　オムツ・ミルク・飲み物
　ふれあい遊び

5月31日（木）
午前10時～11時30分

　 2歳～幼稚園入園前の子供と保護者
　オムツ・飲み物
　 3Ｂ体操・手遊びなど

こころの
健康相談

5 月20日（日）
午後 2時～ 4時

健康管理センター
TEL 83-1000

※予約制です。ご連絡
ください。

※竹田総合病院　こころの医療センター
臨床心理士が話をお聞きします。

ばんげ保育所に
遊びにおいでよ♪

5 月26日（土）
午前 9時30分

～11時30分

ばんげ保育所
TEL 83-3202

【歯みがきじょうずかな？】
　親子で楽しむ歯科衛生指導
　飲み物は、各自持参してください。

会津坂下会
（総会）開催

6 月10日（日）
午後 0時～

　スクワール麹町
　　（JR四谷駅）
問　二瓶武
 046-871-6335

　カラオケ、ビンゴ、盆踊りなど
　7,000円（青年・学生会員割引あり）
※在京のお子様やご親戚の方へご案内く
ださい。

行政書士会
による相談会

6 月 7 日（木）
午前 9時30分～正午

社会福祉協議会
TEL 83-1368

売買契約書、土地建物の許認可、遺言・
相続・離婚等の書類作成や、申請手続き
などの相談に応じます。

人権・行政相談会 6 月 5 日（火）
午前10時～午後 3時

社会福祉協議会
TEL 83-1368

暴力をふるわれた等、人権に関すること
や役所等への苦情や問題などの相談に応
じます。

弁護士による
無料法律相談会

6 月 8 日（金）
午前10時～午後 3時

社会福祉協議会
TEL 83-1368

毎日の生活の中での心配ごと、悩みごと
などお気軽にご相談ください。
前日までにお申し込み下さい。

＝場所 問＝問い合わせ ＝参加費 ＝内容 ＝対象者 ＝持参物 ＝注意点

【環境放射能測定結果（会津坂下町役場周辺）】 【学校等における測定結果（ 4月20日）】
単位：マイクロシーベルト／時

月　日 数値 月　日 数値 月　日 数値
3月20日 0.75 28日 0.31 9 月 1 日 0.13
21日 0.65 29日 0.29 10月 1 日 0.13
22日 0.58 30日 0.30 11月 1 日 0.13
23日 0.48 4 月 4 日 0.20 12月 1 日 0.11
24日 0.40 5 月 2 日 0.17 1 月 1 日 0.11
25日 0.39 6 月 6 日 0.22 2 月 1 日 0.11
26日 0.31 7 月 1 日 0.13 3 月 1 日 0.10
27日 0.35 8 月 1 日 0.12 4 月 1 日 0.13

学校の制限基準値は、1.0マイクロシーベルト／時
調査地点 数値 調査地点 数値
坂下小学校 0.169 坂下幼稚園 0.157
若宮小学校 0.215 若宮幼稚園 0.119
金上小学校 0.262 金上幼稚園 0.262
広瀬小学校 0.179 広瀬幼稚園 0.187
坂下中学校 0.170 ばんげ保育所 0.097

えくぼ遊育園 0.207

▼問い合わせ先　放射能対策室　TEL 84-1527
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充実検査で、あなたの健康状態をチェックします。健康を考えるとき、最も大切なことは、
病気にならないことだといわれます。しかし、生活習慣病は自分で気がつかないうちに進むこ
とが多く、これを早期に発見し、治療することが大切です。
国民健康保険では、 1泊 2日の人間ドック及び人間ドック＋脳検診を実施します。
ぜひこの機会に健康診断を受けましょう。

▼対 象 者　　国民健康保険被保険者の40歳～74歳の方
（昭和13年 4 月 1 日～昭和47年 3 月31日生まれの方）

▼募 集 人 員　　70名程度
▼実 施 時 期　　平成24年 6 月～平成25年 2 月（病院指定日）
▼費　　　　用

自　己
負担額

人間ドック 人間ドック＋脳検診

15,000 円 22,000 円

▼実施医療機関　　坂下厚生総合病院
▼申 込 受 付　　受付する際に生活部保険年金班の窓口にある申込書に必要事項を記入の上、

申し込みいただきます。※定員になり次第締め切ります。
▼受 付 期 間　　 5月17日（木）～ 5月24日（木）　※土・日・祝日は除く
▼受 付 時 間　　午前 8時30分～午後 5時15分
▼注 意 事 項　　①国民健康保険以外の方は申し込みいただけません。

②前年に受診した方は今回申し込みできません。
③国民健康保険税が未納の方は受診できません。
④ 1世帯 1人のみ受診できます。
⑤郵送・電話での申し込み、また 1人で複数の申し込みはできませんので
御了承ください。

【問い合わせ先　保険年金班（④番窓口)　TEL 84-1501】

国民健康保険加入の方へ

人間ドック
＆脳検診

受診者募集！



町の人口と世帯 今月の納税今月の納税

❺月の保健ガイド
会津坂下町健康管理センター　☎83－1000

　 5月11日（金）～ 6月14日（木）までの情報をお知らせします。　

乳幼児健康診査
場　　所　会津坂下町健康管理センター
持 参 品　母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳
受付時間　午後 1時～ 1時30分

事　業　名 月　日 対　　象　　者

4 か月児 6 月12日（火） 平成24年 1 月15日
～平成24年 2 月14日生

10か月児 5 月24日（木） 平成23年 6 月・ 7月生

1 歳 6 か月児 5 月17日（木） 平成22年10月・11月生

乳幼児健康
・栄養相談 6 月 8 日（金） 月齢・年齢は問いません。育児

についての相談を希望する方。

離乳食教室 6 月 8 日（金）
午後 2時30分～ 平成23年 9 月15日～11月14日生

むし歯予防フッ素塗布
場 所　会津坂下町健康管理センター
持 参 品　母子健康手帳・フッ素塗布受診券
受付時間　午後 1時～ 1時30分

事　業　名 月　日 対　　象　　者
1 歳

5 月11日（金）

平成23年 2 月・ 3月生

2 歳 平成22年 3 月・ 4月・ 5月生

3 歳 平成21年 3 月・ 4月・ 5月生

4 歳 平成20年 5 月・ 6月・ 7月生

休日救急診療当番
※ 変更になる場合があります。

5月13日（日） 佐藤整形外科医院 ☎ 83‒1155

5 月20日（日） 平野医院 ☎ 83-2243

5 月27日（日） 荒井医院 ☎ 83-2224

6 月 3 日（日） 遠山眼科医院 ☎ 83-2011

救　急　病　院
坂下厚生総合病院 ☎ 83-3511

県医師会のホームページでも確認できます。

http://www.e-sense.ne.jp/̃ken-ishikai/

お誕生おめでとう

※　掲載を希望されない方は、「戸籍
の届書」を提出する際に、戸籍の
担当に申し出てください。

ごめい福をお祈りします
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人　口………16,982人（－131）

　男　……… 8,112人（－ 77）

　女　……… 8,870人（－ 54）

世帯数……… 5,354戸（－ 21）

（ 4月 1日現在） 【納期限5月31日（木）】

●軽自動車税

●住宅使用料 

●上･下水道･農業集落排水使用料

●児童福祉負担金

【休日の水道修理当番】
（5/11～6/14）

5/13日・20日・27日
ナリタエンタープライズ ℡  83-2009

6/3日・10日
美登屋設備 ℡  83-3401

戸籍の窓口
3 /21～ 4 /20届出分

地　区　　 名　　前 （保護者）
新　町　堺　　　萌

も

　那
な

（勇　太）
新富町　菊　地　理

り

　想
おん

（博　幸）
片　門　長谷川　一

かず

　希
き

（仁　志）
片　門　長谷川　陽

はる

　希
き

（仁　志）
塔　寺　渡　部　勇

ゆう

　人
と

（直　人）
新富町　角　田　龍

りゅうたろう

太郎（　豊　）
小　原　歌　川　　　凜

りん

（新一郎）

村　田　青　木　美　行（90歳）
柳　町　武　藤　ス　ミ（89歳）
上　町　 　井　春　夫（76歳）
宇　内　古　川　ハマ子（91歳）
袋　原　齋　藤　サ　イ（94歳）
立　川　仙　波　　　寛（90歳）
塔　寺　松　本　良　𠮷（53歳）
新開津　齋　藤　トシ子（79歳）
新　町　大　竹　健一郎（43歳）
鉄砲町　鈴　木　久　吉（84歳）
本　町　荒　井　三　郎（85歳）
束　原　大　塚　一　久（90歳）
西青津　五十嵐　 　美（82歳）
鉄砲町　波多野　ツ　ル（89歳）
緑　町　福　地　茂　夫（91歳）
牛　沢　遠　藤　安　德（80歳）
和　泉　渡　部　聖　子（89歳）
橋　本　江　 　瓊　子（79歳）
茶屋町　齋　 　武　一（63歳）
新栄町　山　内　昭　夫（75歳）
新　町　⻆　田　幸　治（28歳）
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▼募集テーマ　会津坂下町の「農」のある風景写真
例：田植え、除草、稲刈り、そば畑の花、りんごの収穫等

▼募集部門と企画　○うでじまん部門（写真画面で四切プリント又はワイド四切。黒枠等は作らない。）
○うでだめし部門（２Ｌプリント）

▼応募規定
１．応募作品は平成24年４月～11月に応募者本人により撮影された未発表の写真に限ります。
２．応募作品は、一人2点とします。
３．応募作品はカラーとし、銀塩プリントに限ります。（インクジェット不可）
４．極端なデジタル加工や合成写真は審査の対象外とします。
５．被写体人物の肖像権やプライバシーに十分ご配慮の上、責任を持ってご応募ください。
６．応募作品の著作権は、全て主催者側に帰属し、主催者が資料として利用することがあります。
７．入選作品については、後日データを提出していただきます。
８．応募作品（原版を含む）の返却はいたしません。
９．入賞は一人１作品とし、審査結果は応募者全員に通知いたします。
▼応募方法と期間　応募票に必要事項を記入し、作品裏面に貼り付けてご提出ください。

募集期間　5月～11月30日（金）まで　必着有効（郵送又は直接持参）
※応募票については、商工観光班にお問い合わせください。

▼お願い　マナーを守り、作付けされた農作物等を傷つけないようお願いいたします。
▼問い合わせ先　商工観光班 TEL 83-5711

平成24年度第5回「畑は自然の美術館」平成24年度第5回「畑は自然の美術館」
フォトコンテスト作品募集フォトコンテスト作品募集

第４回「畑は自然の美術館」フォトコンテスト入賞作品第４回「畑は自然の美術館」フォトコンテスト入賞作品
うでじまん部門 うでだめし部門

作品タイトル 氏　　名（住所） 作品タイトル 氏　　名（住所）

最優秀賞 ソバ花の大地 山口　了二（東京都） 田　植　え 小田島　守明（郡山市）

優 秀 賞 かかしさんと
お別れの日 千年原　博人（喜多方市） そばの花満開 小田島　史恵（郡山市）

入　 選 青空に映える
豊かな作物 栗村　健治（会津若松市） そば畑の里の朝 富士川　忠志（福島市）

入　 選 収穫の喜び
二重奏 岩下　一男（福島市） 藁をも愛す 岩下　文子（福島市）


